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定例連絡会で 
ミニミニ勉強会の実施 

 

昨年１１月からミニミニ勉強会が当

会の定例連絡会で実施されています。 

この勉強会は、会員が持っている

諸々の知識を共有し、ガイド内容を充

実するのが目的です。 

発表者は固定せず、自主的に交代し

ています。発表時間は一回約１５分間

とし、詳細な内容は資料配布としてい

ます。内容は、書物・新聞などからの

引用、講演会で得た知識、古老の話、

などなどです。 

会員の方々は豊富な知識を有してお

り、発表の題材には、事欠きません。

これまでの話題は「神社について」「伊

勢街道の話題」「仏様について、大黒天

などなど」「しめ縄について」「津市に

ちなんだ歌謡」「久居のお殿様」などが

各々方から披露されました。私も話題

を用意して、発表する機会を待ってお

ります。 

この勉強会の効果は、皆さんの発表

内容から知識の増加が図れます。また、

自分が発表する場合では、短い時間内

で、要領よく、かつ分かりやすく話を

する訓練になります。あやふやな知識

では、発表できないので、しっかりと

した根拠のある話ができるように、研

鑽にこころがけたいです。 

各会員さんは、知識欲と好奇心が旺

盛な方々ですので、このミニミニ勉強

会は、今後長く継続していくものと楽

しみにしています。  

（高森 孝一） 

ガ
イ
ド
が
で
き
る
喜
び 

会
長 

 

藤
本 

智
恵
子 

 

平
素
よ
り
安
濃
津
ガ
イ
ド
会
の
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協 

力
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
度
の
前
期
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の 

感
染
拡
大
に
よ
り
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
ガ
イ
ド 

の
キ
ャ
ン
セ
ル
、
詰
所
の
閉
所
が
続
き
ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
、
ガ
イ
ド
ネ
ッ
ト
か
ら
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド 

が
配
布
さ
れ
、
七
月
か
ら
道
の
駅
で
の
案
内
が
再
開
さ
れ 

ま
し
た
。
マ
ス
ク
に
加
え
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
も
付
け
て 

い
る
と
い
う
安
心
感
も
あ
り
、
津
市
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
に 

い
ら
し
た
お
客
様
に
や
っ
と
ご
案
内
で
き
る
よ
う
に
な
り 

ま
し
た
。 

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
足
を
運
ぶ
方 

は
少
数
で
し
た
。
温
泉
や
見
所
の
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ 

き
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
東
京
、
神
奈
川
等 

関
東
エ
リ
ア
か
ら
と
近
隣
の
名
古
屋
、
岐
阜
、
滋
賀
な
ど 

か
ら
で
し
た
。
答
え
て
い
た
だ
い
た
方
は
、
大
き
な
声
で 

は
言
え
ま
せ
ん
が
と
か
、
申
し
訳
な
い
で
す
が
と
か
を
前 

置
き
し
て
答
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
ん
な
時
期
で
な
け
れ
ば
、

遠
く
か
ら
来
て
い
た
だ
き
と
満
面
の
笑
み
で
感
謝
を
述
べ 

ま
す
が
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
ド
キ
ッ
と
し
ま
す
。 

後
期
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
、
体 

温
測
定
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
の
消
毒
、
三
密
を
避
け
る 

等
を
徹
底
し
、
橋
南
公
民
館
の
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し 

た
。
例
年
よ
り
人
数
を
減
ら
し
て
の
募
集
で
し
た
が
、
沢 

山
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
橋
南
公
民 

館
は
今
年
度
、
修
成
幼
稚
園
跡
に
移
転
を
し
、
そ
の
開
館 

記
念
講
座
も
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ 

た
方
は
、
久
し
ぶ
り
に
外
出
し
各
所
を
ま
わ
れ
る
喜
び
、 

私
た
ち
ガ
イ
ド
は
、
久
し
ぶ
り
に
ゆ
っ
く
り
と
ご
案
内
で 

き
る
喜
び
を
か
み
し
め
ま
し
た
。 

ガ
イ
ド
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
研
修
バ
ス
旅
行
と
交
流 

研
修
会
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
三
団
体
に
よ
る
現
地 

研
修
会
と
三
回
に
分
け
て
の
「
わ
き
み
ち
・
よ
り
み
ち
・ 

奈
良
街
道
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
だ
し
ば
ら
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
あ
る 

と
思
い
ま
す
が
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

～
伊
勢
電
の
廃
線
跡
ウ
ォ
ー
ク
～ 

 
 

関 

守 
 

以
前
に
江
戸
橋
か
ら
大
神
宮
前
を
結
ん
で
い
た
伊
勢
電

気
鉄
道
の
廃
線
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
第
一
回
目
（
江
戸
橋
駅
～
雲

出
駅
跡
）
を
、
二
月
七
日
と
二
十
三
日
の
二
回
開
催
し
、
延

べ
二
十
六
名
が
参
加
し
た
。 

朝
九
時
に
江
戸
橋
駅
を
出
発
し
、
現
在
の
近
鉄
名
古
屋
線

の
東
側
に
沿
っ
て
の
線
路
跡
を
辿
り
、
つ
い
最
近
ま
で
残
っ

て
い
た
部
田
駅
の
遺
構
を
写
真
で
紹
介
し
、
往
時
を
振
り
返

っ
た
。 

更
に
線
路
跡
を
辿
っ
て
安
濃
川
（
塔
世
川
）
に
残
る
塔
世

橋
両
岸
の
橋
脚
跡
を
見
つ
つ
、
次
の
津
新
地
駅
跡
へ
、
そ
こ

で
参
加
者
の
一
人
か
ら
、
駅
前
に
大
き
な
天
狗
の
飾
り
物
が

有
り
ま
し
た
ね
！ 

と
の
思
い
出
話
し
が
。 

次
の
津
海
岸
駅
も
は
っ
き
り
記
憶
に
残
っ
て
い
る
様
子

だ
っ
た
。
私
も
子
供
の
頃
に
市
内
か
ら
バ
ス
で
移
動
し
て
津

海
岸
駅
か
ら
新
松
阪
駅
近
く
の
親
戚
の
家
ま
で
時
々
乗
車

し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。 

現
在
架
け
替
え
工
事
が
進
ん
で
い
る
津
興
橋
は
橋
脚
を

残
す
だ
け
に
な
り
仮
橋
を
進
ん
だ
。
海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
っ

た
阿
漕
浦
駅
、
当
時
は
大
き
な
松
の
木
が
駅
の
シ
ン
ボ
ル
だ

っ
た
結
城
神
社
前
駅
な
ど
思
い
出
深
い
方
々
が
口
々
に
語

ら
れ
た
。
結
城
神
社
で
は
咲
き
出
し
た
梅
が
参
加
者
を
出
迎

え
、
良
い
香
り
で
包
ん
で
く
れ
た
。 

国
道
二
十
三
号
線
か
ら
南
の
近
鉄
道
路
（
廃
線
跡
）
は
歩

道
が
無
く
車
の
通
行
量
も
多
く
、
一
部
は
「
か
ら
す
道
」
に

迂
回
し
て
目
的
地
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
途
中
、
小
さ

な
祠
な
ど
、
興
味
を
惹
か
れ
る
新
た
な
発
見
も
あ
っ
た
。 

相
川
橋
も
架
け
替
え
る
為
に
仮
橋
の
工
事
が
始
ま
り
「
か

ら
す
道
」
に
掛
か
る
下
相
川

橋
も
老
巧
化
し
て
通
れ
な

く
な
っ
て
い
て
一
旦
、
国
道

に
出
て
か
ら
、
廃
線
跡
の
近

鉄
道
路
に
戻
っ
た
。 

本
日
の
ゴ
ー
ル
は
イ
オ

ン
津
南
ま
で
と
し
て
、
参
加

者
は
Ｊ
Ｒ
高
茶
屋
駅
か
ら

帰
路
に
就
い
た
。 

「
津
城
の
貴
重
な
写
真
を
紹
介
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

～
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
発
見
し
て
～ 

 

津
城
の
古
写
真
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
見
た
こ
と
の
な
い
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
つ
け
ま
し
た
。 

津
城
の
様
子
が
、
１
９
６
０
年
代
（
白
黒
）
、
１
９
７
０

年
代
（
カ
ラ
ー
）
、
１
９
８
０
年
代
（
カ
ラ
ー
）、
１
９
９
４

年
代
（
カ
ラ
ー
）
に
分
け
て
掲
載
し
て
あ
り
、
時
代
に
よ
る

変
遷
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
ど
こ
か
ら
撮
影
し
た
の

か
よ
く
分
か
る
よ
う
に
、
津
城
の
現
状
見
取
図
に
赤
色
の→

で
方
角
が
示
し
て
あ
り
ま
す
。
驚
い
た
の
は
１
９
７
０
年
代

の
写
真
で
、
本
丸
南
多
門
櫓
台
前
に
土
砂
か
と
思
わ
れ
る
も

の
が
大
量
に
堆
積
し
て
い
ま
す
（
こ
の
時
は
社
会
福
祉
会
館

な
ど
の
建
物
は
ま
だ
建
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
）。
ま
た
戌

亥
櫓
台
前
や
西
の
丸
大
手
橋
前
は
、
内
堀
の
水
が
涸
れ
て
土

砂
の
よ
う
な
も
の
が
高
く
堆
積
し
て
い
ま
す
。 

ど
の
よ
う
な
方
が
撮
影
さ
れ
た
の
か
大
変
気
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
志
摩
市
在

住
の
井
上
様
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
方
で
し
た
。
昭
和
四
十
一

年
（
１
９
６
６
）
日
本
電
信
電
話
公
社
に
就
職
し
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を

退
職
す
る
ま
で
三
十
六
年
間
、
津
城
の
写
真
を
撮
り
続
け
ら

れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
も
津
城
の
変
遷
を

見
て
い
た
だ
き
、
ガ
イ
ド
資
料
と
し
て
も
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
嬉
し
い
お
言
葉
も
頂
き
ま
し
た
。 

井
上
様
は
津
城
の
他
に
も
全
国
の
城
を
丹
念
に
撮
影
さ

れ
、
ご
趣
味
も
専
門
的
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
と
も
井
上
様
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
検
索
す
る
場
合
は
、

h
a
m

a
jim

a
2

0
1

9
→

冬
野
菜→

日
本

の
城→

東
海
の
城→

三
重
県
の
城→

津

城
と
進
ん
で
く
だ
さ
い
。 （

深
見 

和
正
） 

ガ 

イ 

ド 

実 

績 

十
月 

十
五
日  

橋
南
公
民
館
講
座 

二
十
五
名 

岩
田
橋
周
辺 

 
 

二
十
二
日 

橋
南
公
民
館
ウ
ォ
ー
ク 

二
十
三
名 

 
 

 
 

 
 

 

津
観
音
寺
ほ
か 

 
 

二
十
九
日 

橋
南
公
民
館
開
館
記
念
講
座 

二
十
二
名 

阿
弥
陀
寺
ほ
か 

十
一
月 

十
九
日 

三
重
短
大
都
市
計
画
ゼ
ミ 

十
九
名 

 
 

 
 

 
 

 

津
城
跡
・
だ
い
た
て
通
り
・
ほ
か 

 
 

 

十
九
日 

橋
南
公
民
館
講
座 

二
十
名 

 
 

 
 

 
 

 

丸
山
稲
荷
ほ
か 

 
 

二
十
一
日 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
松
愛
会 

十
名 

 
 

 
 

 
 

 

浅
田
家
ロ
ケ
地
め
ぐ
り 

 
 

二
十
二
日 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
松
愛
会 

六
名 

 
 

 
 

 
 

 

浅
田
家
ロ
ケ
地
め
ぐ
り 

 
 

二
十
三
日 

ま
ん
中
ウ
ォ
ー
ク 

九
百
九
十
七
名 

 
 

 
 

 
 

 

津
観
音
ほ
か
四
地
点 

 
 

二
十
三
日 

名
城
探
訪
の
旅
人 

二
名 

津
城
跡 

 
 

二
十
六
日 

橋
南
公
民
館
開
館
記
念
講
座 

 

 
 

 
 

 
 

 

二
十
二
名 

閻
魔
堂
ほ
か 

 
 

二
十
七
日 

ひ
ま
わ
り
会 

十
二
名 

津
偕
楽
公
園 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

二
十
八
日 

大
門
ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
ク 

 
 

 
 

 
 

 

六
十
名 

四
天
王
寺
・
津
城
跡 

十
二
月 

十
七
日 

橋
南
公
民
館
講
座 

二
十
七
名 

 
 

 
 

 
 

 

旧
寺
町
ほ
か 

 
 

二
十
五
日 

橋
南
公
民
館
ウ
ォ
ー
ク 

二
十
名 

 
 

 
 

 
 

 

結
城
神
社
ほ
か 

一
月 

十
九
日 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
松
愛
会 

十
名 

 
 

 
 

 
 

 

中
勢
鉄
道
跡
ウ
ォ
ー
ク 

 
 

二
十
一
日 

橋
南
公
民
館
講
座 

二
十
六
名 

 
 

 
 

 
 

 

地
蔵
院
ほ
か 

二
月   

七
日 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
松
愛
会 

十
二
名 

 
 

 
 

 
 

 

中
勢
鉄
道
跡
ウ
ォ
ー
ク 

 
 

 

十
二
日 

ポ
ル
タ
サ
ロ
ン
久
居  

七
名 

 
 

 
 

 
 

 

寒
松
院
ほ
か 

 
 

 

十
七
日 

城
下
探
訪 

一
名 

津
城
跡
ほ
か 

 
 

 

十
八
日 

橋
南
公
民
館
講
座  

二
十
八
名 

 
 

 
 

 
 

 

津
観
音
・
だ
い
た
て 

二
十
六
日 

橋
南
公
民
館
ウ
ォ
ー
ク  

十
五
名 

 

 
 

 
 

 
 

 

津
偕
楽
公
園 

三
月 

十
八
日 

橋
南
公
民
館
講
座  

二
十
三
名 

 
 

 
 

 
 

 

津
城
跡
ほ
か 

 
 

二
十
五
日 

橋
南
公
民
館
開
館
記
念
講
座 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
三
名  

阿
漕
塚
ほ
か 

 
 

二
十
六
日 

橋
南
公
民
館
ウ
ォ
ー
ク 

十
五
名 

 
 

 
 

 
 

 

東
雲
寺
ほ
か 

 

 

詰 

所 

の 

実 

績 

十
月   

 

五
十
六
名 

 
  

十
一
月 

 

九
十
一
名 

 
  

十
二
月 

 

十
六
名
（
十
九
日
か
ら
閉
所
） 

一
月
、
二
月 

 

（
閉
所
） 

 

三
月 

 

六
十
七
名
（
十
三
日
か
ら
開
所
） 

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め 

一
時
閉
所
と
し
た
た
め
、
開
所
日
は
三
十
日
間
。 

津城１９７０年代 

（電電公社屋上より本丸南側を撮る） 

津城１９７０年代 

（南西より西の丸大手橋前を撮る） 

★ホームページアドレス 

http://hamajima2019.nobushi.jp/miekennosiro201411.html 

津城１９７０年代 

（市役所方面から戌亥櫓台を撮る） 

津城１９６０年代 

（東側より模擬三重櫓を撮る） 

安濃川に残る橋脚跡 



  
現
地
研
修
会 

「
寛
政
の
一
揆
～
企
て
の
舞
台
～
」
に
参
加
し
て 

 
 

 令
和
二
年
十
月
二
十
二
日
（
木
）
、
榊
原
温
泉
ふ
る

さ
と
案
内
人
の
会
二
〇
二
〇
年
度
現
地
研
修
会
「
寛

政
の
一
揆
～
企
て
の
舞
台
～
」
が
、
榊
原
町
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

現
地
説
明
会
に
先
立
ち
、
希
望
者
対
象
に
磨
崖
仏

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

会
場
の
海
泉
寺
に
て
日
程
説

明
の
後
、
三
班
に
分
か
れ
て
町

井
友
乃
丞
ら
一
揆
首
謀
者
が
密

談
を
し
た
と
い
う
「
談
義
穴
」

を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
鬱
蒼
と
し
た
山
奥
に
佇
む

洞
穴
は
、
如
何
に
も
「
密
談
の

場
」
と
思
え
る
よ
う
な
な
ん
と

も
い
え
な
い
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
海
泉
寺
本
堂
に
て
、
寛
政
の
一
揆
に
つ
い

て
の
お
話
を
案
内
人
の
方
や
西
田
会
長
か
ら
お
聞
き

し
ま
し
た
。 

寛
政
の
一
揆
と
は
、
寛
政
八
年
に
津
藩
が
実
施
し

た
均
田
制
な
ど
の
急
激
な
改
革
に
対
し
、
現
在
の
津

市
榊
原
町
や
白
山
町
の
農
民
ら
が
蜂
起
し
、
周
辺
の

農
民
も
巻
き
込
ん
で
津
城
に
押
し
か
け
た
参
加
規
模

は
三
万
人
と
も
い
わ
れ
た
一
揆
で
す
。
首
謀
者
三
人

が
打
ち
首
に
さ
れ
、
城
代
家
老
藤
堂
仁
右
衞
門
ま
で

が
お
役
御
免
と
な
る
な
ど
、
三
重
県
で
は
最
大
規
模

の
一
揆
で
し
た
。 

谷
杣
村
庄
屋
町
井
友
之
丞

ら
一
揆
の
首
謀
者
た
ち
は
寛

政
十
年
に
処
罰
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
一
揆
の
こ
と
は
長
く

伝
え
ら
れ
、
海
泉
寺
に
は
「
世

直
し
大
明
神
」
と
し
て
祀
ら
れ

た
首
謀
者
た
ち
の
顕
彰
碑
が

大
正
二
年
に
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
町
井
友
之
丞
の
辞
世
の

原
文
が
残
っ
て
お
り
「
あ
り
が

た
き
君
が
恵
み
の
一
太
刀
に
罪
と
か
消
え
て
弥
陀
と

あ
ら
わ
る
お
そ
ろ
し
き
屠
所
の
陸
路
の
け
わ
し
き
の

船
に
任
せ
る
身
こ
そ
や
す
け
れ
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
句
は
獄
中
で
姉
に
向
け
て
書
い
た
も
の
で

す
。 今

回
の
現
地
研
修
会
に
参
加
し
て
、
当
時
の
農
民

の
切
実
な
る
思
い
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
町
井

友
之
丞
ら
農
民
の
気
持
ち
に
な
っ
て
、
最
終
的
に
津

城
ま
で
押
し
か
け
た
道
順
を
辿
り
た
い
と
い
う
思
い

に
な
り
ま
し
た
。 

（
深
見 

和
正
） 

 

現地研修会 
「寛政の一揆～企ての舞台～」に参加して 

 

昨年（令和２）10月 22日、「榊

原温泉ふるさと案内人の会」の案内

で、寛政年間に津藩で起こった三重

県下最大の一揆「寛政の一揆」の首

謀者の一人として処刑された町井

友之丞ゆかりの地を歩いてきまし

た。 

友之丞が姉上に宛てた辞世の句

の残る海泉寺に集合し、密談を交わしたと伝わる山中

の談義穴や後世に「世直し明神」として建てられた顕

彰碑などを見学し、その

後、海泉寺の本堂におい

て同会会員の田中萬年

さんから説明を伺いま

した。 

谷杣（杣は植木を植え

て材木を取る山の意味）地区という、榊原でも山間部

に位置するところを訪ね、地元に残された史跡を見て、

その当時の状況の一端を学びました。 

庄屋であった町井家は分家で、伊賀の名門の出との

こと。決意がどれほどのものであったかを考えさせら

れました。 

当会のエリアには、「寛政の一揆」の収束の地となっ

た阿弥陀寺(岩田)があり、またガイドの際には生かし

ていきたいと思っております。 

（澁谷 信良） 

現
地
研
修
会 

林
殿
町
の
町
並
み
と
ミ
エ
ゾ
ウ
化
石
発
見
の
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本 

喜
兼 

 

三
月
十
日
（
水
）
、
班
分
け
の
後
、
閑
翁
寺
か
ら
案

内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
亀
山
城
の
山
荘
書
院
を
移

築
し
た
座
敷
と
真
盛
上
人
の
直
筆
の
掛
軸
を
拝
見
、
本

堂
で
和
尚
様
の
お
話
と
ご
祈
祷
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

林
殿
町
で
は
立
派
な
お
屋
敷
を
見
て
、
昔
は
相
当
な

勢
力
を
誇
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

普
門
寺
で
は
米
国
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
の
桜
と
同
じ

桜
が
一
本
あ
り
、
他
の
桜
と
と
も
に
満
開
時
に
さ
ぞ
や

美
し
か
ろ
う
と
思
い
、
ぜ
ひ
来

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

天
正
二
年
に
は
滝
川
一
益
の

兵
火
に
よ
り
お
寺
が
焼
失
、
そ

の
時
に
兵
火
を
く
ぐ
り
抜
け

住
民
が
持
ち
出
し
た
と
さ
れ

る
仏
像
の
下
部
が
黒
く
煤
け

て
い
る
の
を
見
て
少
し
心
が
痛
み
ま
し
た
。 

旧
明
村
役
場
は
改
修
さ
れ
て
美
し
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。 

ミ
エ
ゾ
ウ
化
石
発
見
の
地
で
は
中
ノ
川
の
蛇
行
す

る
場
所
で
田
圃
の
土
手
の
石
垣
に
使
わ
れ
て
い
た
と

の
事
。
他
の
人
は
普
通
の
石
と
思
っ
て
い
た
も
の
で
、

発
見
し
た
宮
崎
氏
に
は
感
心
し
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
中
ノ
川
の
天
然
の
二
十
ｍ
程
の
崖
、
川
の

中
の
お
地
蔵
さ
ん
、
庚
申
講
の
お
地
蔵
さ
ん
、
竹
屋
茶

業
さ
ん
、
式
内
事
忌
神
社
、
旧
普
門
寺
、
観
音
寺
跡
な

ど
を
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

快
晴
の
も
と
楽
し
く
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
社
会
情
勢
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
を
関
係
者

の
皆
様
の
ご
努
力
ご
苦
労
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

現
地
研
修
会 

大
涅
槃
図
絵
解
き
・
定
時
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
体
験 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

坂
口 

義
孝 

 

三
月
二
十
一
日
、
一
身
田
寺
内
町
ほ
っ
と
ガ
イ
ド
会

ご
担
当
の
現
地
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

研
修
会
は
、
ま
ず
坊
官
屋
敷
を
見
学
、
次
に
如
来
堂

で
大
涅
槃
図
の
解
説
を
お
聞
き
し
、
最
後
に
専
修
寺
定

時
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
体
験
さ
せ
て
頂
く
内
容
で
し
た
。 

坊
官
屋
敷
は
つ
い
最
近
、
建
物
外
部
の
復
元
工
事
が

完
了
、
今
後
は
歴
史
や
文
化
を
伝
え
て
い
く
施
設
と
し

て
、
内
装
工
事
を
検
討
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
完
成
が
と

て
も
楽
し
み
に
思
い
ま
し
た
。 

大
涅
槃
図
絵
解
き
で
は
、
描
か
れ
て
い
る
風
景
、
人

物
、
動
物
等
の
基
本
的
な
こ
と

や
専
修
寺
涅
槃
図
の
特
徴
等
に

つ
い
て
、
お
話
を
お
聞
き
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、

昆
虫
や
犬
、
猫
の
よ
う
な
身
近

な
動
物
は
も
と
よ
り
、
虎
や
象

と
い
っ
た
日
本
に
は
い
な
か
っ

た
動
物
、
獏
な
ど
空
想
上
の
動

物
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
か
っ
た
で
す
。 

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
、
如
来
堂
～
通
天
橋
～
御
影
堂
～

大
玄
関
～
賜
春
館
～
御
対
面
所
を
巡
る
も
の
で
、
全
て

国
宝
か
重
要
文
化
財
の
建
造
物
で
し
た
。
特
に
国
宝
の

如
来
堂
や
御
影
堂
は
そ
の
荘
厳
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
上
に
ガ
イ
ド
会
の
方
の
お
話
は
、
普
段

目
に
す
る
資
料
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
が
多

く
、
と
て
も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。 

 

専
修
寺
は
藤
堂
藩
と
の
関
係
も
深
い
の
で
、
今
回
の

研
修
会
で
得
た
こ
と
を
ガ
イ
ド
の
際
に
活
用
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

奈
良
街
道
に
ガ
イ
ド
と
し
て
参
加
し
て 

「
あ
な
た
の
知
ら
な
い
街
道
め
ぐ
り
」 

わ
き
み
ち
・
よ
り
み
ち
・
奈
良
街
道 

 

奈
良
街
道
巡
り
。
伊
賀
街
道
と
分
か
れ
る
、
五
百

野
か
ら
伊
勢
街
道
と
合
流
す
る
月
本
の
追
分
ま
で
、

長
距
離
の
為
に
三
回
に
分
け
て
の
実
施
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
に
対
策
を
講
じ
て
、
各
回
四
十
名
募
集
、
密
に

な
ら
な
い
様
に
五
班
に
分
か
れ
、
参
加
者
に
は
、
手

指
の
消
毒
、
検
温
し
て
傘
を
さ
し
て
頂
い
て
の
案

内
。
案
内
ガ
イ
ド
は
、
久
居
城
下
案
内
人
の
会
担
当
。 

第
一
回
十
月
十
四
日(

水)

「
五
百
野
か
ら
久
居
城

下
ま
で
」
約
十
㎞
と
長
丁
場
で
す
。
各
自
弁
当
持
参

頂
き
、
集
合
場
所
、
受
付
は
、
五
百
野
の
吹
上
の
道

標
前
～
久
居
駅
解
散
で
す
。 

第
二
回
十
月
二
十
八
日(

水)

「
久
居
城
下
散
策
」

（
久
居
立
藩
三
五
〇
年
記
念
）
協
賛 

約
七
㎞ 

久
居
駅
前
集
合
、
受
付
。
久
居
城
下
散
策
し
て
久
居

駅
で
解
散
。 

第
三
回
十
一
月
十
一
日(

水)

「
久
居
城
下
か
ら
月

本
の
追
分
」
約
十
㎞ 

各
自
弁
当
持
参
頂
き
、
久
居

駅
前
集
合
、
受
付
、
～
Ｊ
Ｒ
六
軒
駅
解
散
。 

三
回
共
に
天
気
に
恵
ま
れ
中
秋
の
一
日
街
道
歩

き
！ 

街
道
沿
い
に
は
、
旅
人
の
道
案
内
を
し
た
で

あ
ろ
う
多
く
の
道
標
や
常
夜
灯
。
其
所
に
暮
ら
す
人

達
の
信
仰
を
あ
つ
め
た
で
あ
ろ
う
山
ノ
神
、
地
蔵

堂
、
庚
申
さ
ん
等
、
多
く
の
石
像
物
が
あ
り
、
な
か

に
は
貴
重
な
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
、
地
域
に
大
切

に
さ
れ
て
い
る
物
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
特
に
参
加
者
が
関
心
を
示
し
て
い
た
の
が
山

ノ
神
と
盃
状
穴
、
一
部
地
域
に
残
る
万
度
碑
と
万
度

信
仰
、
六
部
塚
な
ど
で
す
。
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
‼ 

途
中
で
ま
ち
か
ど
博
物
館
な
ど
へ
「
よ
り
み

ち
」
し
て
窯
元
の
作
品
を
見
せ
て
頂
き
、
お
茶
を
頂

い
た
り
。  

「
久
居
立
藩
三
五
〇
年
記
念
」
で
久
居
藩
主
の
菩

提
寺
で
藩
主
像
や
五
輪
塔
を

案
内
、
久
居
八
幡
宮
で
は
、

珍
し
い
外
国
人
の
宮
司
さ
ん

に
話
し
を
お
伺
い
し
、
神
宝

の
藩
主
に
ま
つ
わ
る
書
や
品

を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

ガ
イ
ド
の
途
中
で
は
、
そ

の
場
に
関
連
の
久
居
の
昔
話

を
楽
し
ん
で
頂
き
、
ま
た
こ
の
街
道
を
通
っ
た
と
伝

わ
る
、
奈
良
大
仏
殿
再
建
し
た
（
勧
進
聖
）
俊
乗
坊

重
源
、
俳
人
松
尾
芭
蕉
、
幕
末
全
国
を
測
量
し
て
初

め
て
日
本
地
図
を
作
っ
た
伊
能
忠
敬
等
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
。
宿
場
町
の
繁
盛
の
様
子
等
案
内
。 

三
回
共
、
約
十
㎞
と
長
時
間
の
街
道
歩
き
！ 

ガ

イ
ド
ネ
ッ
ト
担
当
者
に
は
、
緊
急
時
対
応
準
備
や
危

険
箇
所
の
見
守
り
、
交
通
整
理
等
お
手
伝
い
頂
き
、

ガ
イ
ド
案
内
説
明
は
一
ヶ
所
長
く
て
も
三
分
位
と 

 

安
濃
津
ガ
イ
ド
会
の
活
動
実
績 

▼
ミ
ニ
ミ
ニ
勉
強
会 

十
一
月
～
二
月
の
連
絡
会
・
役
員
会 

開
始
前
十
五
分
程
度 

 

講
師
は
安
濃
津
ガ
イ
ド
会
会
員 

 

そ
の
他
の
活
動
実
績 

☆
津
観
光
ガ
イ
ド
ネ
ッ
ト
協
議
会 

・
連
絡
会
議
・
研
修
部
会
・
イ
ベ
ン
ト
部
会

へ
参
加
（
毎
月
第
四
月
曜
日
） 

・
道
の
駅
「
津
か
わ
げ
」
で
津
市
の
観
光 

 

案
内 

・
現
地
研
修
会 

 

十
月
二
十
二
日
（
木
）
参
加
者
六
名 

担
当
：
榊
原
温
泉
ふ
る
さ
と
案
内
人
の
会 

 

三
月
十
日
（
水
）
参
加
者
九
名 

担
当
：
芸
濃
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
会 

三
月
二
十
一
日
（
日
）
参
加
者
十
一
名 

担
当
：
一
身
田
寺
内
町
ほ
っ
と
ガ
イ
ド
会 

 

☆
お
も
て
な
し
三
重
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
連
絡
協
議
会 

 

総
会
は
紙
面
で
行
わ
れ
た 

  

●
発
行
に
あ
た
り
、
皆
様
の 

 
 

 
 

ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 
 

（
編
集
担
当
・
坂
口
） 

思
っ
て
い
て
も
場
所
は
多
く
、
な
か
な
か
思

う
様
に
は
い
か
ず
、
長
距
離
の
歩
き
で
列
は

乱
れ
が
ち
に
な
り
、
ガ
イ
ド
の
難
し
さ
を
感

じ
、
ま
た
通
常
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
な
い
場
所

も
あ
り
自
分
の
勉
強
不
足
の
面
も
あ
り
ま
し

た
が
、
貴
重
な
経
験
と
勉
強
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。 

参
加
者
に
は
、
鍾
馗
（
し
ょ
う
き
）
さ
ん

の
残
る
古
い
街
並
み
、
久
居
誕
生
に
ま
つ
わ

る
話
し
な
ど
と
共
に
、
街
道
の
余
り
知
ら
れ

て
い
な
い
石
像
物
や
言
い
伝
え
等
、
歴
史
の

物
識
り
に
つ
な
が
る
様
な
、
地
元
民
で
な
け

れ
ば
分
か
ら
な
い
様
な
話
題
も
含
め
ご
案

内
。
新
し
い
知
識
や
発
見
が
有
り
、
楽
し
か

っ
た
と
の
お
言
葉
を
頂
い
た
り
、
声
が
大
き

く
分
か
り
や
す
く
良
か
っ
た
と
、
嬉
し
い
声

も
掛
け
て
頂
き
、
ガ
イ
ド
前
の
憂
い
も
忘
れ

て
・
ホ
ッ
と
‼ 

し
た
こ
と(

笑)

。
今
回
は

昼
食
を
挟
ん
で
の
三
回
の
長
距
離
ガ
イ
ド
、

色
々
の
反
省
点
や
気
付
き
を
勉
強
さ
せ
て
頂

き
、
楽
し
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。（
福 

正
直
） 

★三重県のホームページから 

三重の文化 津藩の改革実施と寛政一揆 

https://www.bunka.pref.mie.lg.jp/rekishi/ 

kenshi/asp/arekore/detail.asp?record=91 

普門寺 本堂 

海泉寺裏手の山にある談義穴 海泉寺 顕彰碑 

友之丞辞世の句 

海

泉

寺

 

本

堂 

大涅槃図絵解きの様子 

久居八幡宮 

https://kotobank.jp/word/%E6%B4%A5%E8%97%A9-99418
https://kotobank.jp/word/%E5%9D%87%E7%94%B0%E5%88%B6-54405
https://kotobank.jp/word/%E6%94%B9%E9%9D%A9-42157
https://kotobank.jp/word/%E8%BE%B2%E6%B0%91-596480
https://kotobank.jp/word/%E8%9C%82%E8%B5%B7-627285
https://kotobank.jp/word/%E6%B4%A5%E5%9F%8E-180125

